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大混迷時代の観光立国

環
境
省
セ
ミ
ナ
ー
　

温
泉
地
の
活
性
化

旅
館
女
将
が
未
来
開
く

「まるごとホテル」で再生へ　有福温泉

泊食分離で域内の連携強化　渋温泉

エンタメ×日本文化で活力　名栗温泉

理
念
の
継
承
が
課
題

日
本
秘
湯
を
守
る
会
　

次
世
代
研
修
会
な
ど
検
討

Ｊ
Ｒ
東
海
初
代
社
長

須
田
寛
氏
が
死
去

産
業
観
光
を
提
唱
、推
進

草
津
温
泉「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
」１
位

草
津
町
長
ら
が
来
社

　
世
界
が
大
混
迷
時
代
を
迎
え

る
中
で
、
日
本
は
さ
ま
ざ
ま
な

内
憂
外
患
を
抱
え
て
、
苦
悩
を

重
ね
て
い
る
。
中
央
政
界
で
は

昨
年
末
の
総
選
挙
で
自
公
が
少

数
与
党
に
転
落
し
、
経
済
面
で

は
諸
物
価
高
騰
で
国
民
生
活
に

大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　
多
難
な
状
況
の
中
で
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
立
国
は
例
外
的
に

隆
盛
化
し
て
い
る
。
昨
年
末
に

日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

は
１
～

月
に
日
本
を
訪
れ
た

外
国
人
客
が
推
計
３
３
３
７
万

人
に
な
り
、
通
年
で
過
去
最
多

で
あ
っ
た

年
の
３
１
８
８
万

人
を
超
え
た
と
公
表
し
、
観
光

庁
は
通
年
で
は
３
５
０
０
万
人

に
達
す
る
と
予
測
し
た
。

　

年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
１

～

月
）
の
国
・
地
域
別
の
ベ

ス
ト
５
は
、韓
国
７
９
５
万
人
、

中
国
６
３
７
万
人
、
台
湾
５
５

５
万
人
、
米
国
２
４
８
万
人
、

香
港
２
３
９
万
人
。
東
ア
ジ
ア

諸
国
・
地
域
で
全
体
の
約

％

を
占
め
て
い
る
が
、
ト
ッ
プ
の

韓
国
で
は
昨
年

月
に
非
常
戒

厳
令
宣
言
を
発
表
し
た
ユ
ン
・

ソ
ン
ニ
ョ
ル
大
統
領
が
国
会
で

弾
劾
さ
れ
、
政
権
交
代
が
現
実

化
し
て
い
る
。
今
年
は
日
韓
国

交
正
常
化

周
年
で
あ
る
が

「
反
日
モ
ン
ス
タ
ー
」
の
イ
ー

・
ジ
ェ
ミ
ョ
ン
氏
が
大
統
領
に

選
ば
れ
る
と
、
日
韓
関
係
は

「
悪
夢
の
ム
ン
・
ジ
ェ
イ
ン
時

代
」
よ
り
も
さ
ら
に
悪
化
す
る

と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
も
経
済
不
振
が
続
く
中

で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
再
登

場
に
よ
る
米
中
貿
易
戦
争
の
激

化
と
習
近
平
独
裁
体
制
の
ほ
こ

ろ
び
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
中
国
は
歴
史
的
な
軍
事
力

増
強
を
行
っ
て
お
り
、
台
湾
武

力
統
一
の
準
備
を
強
化
し
て
い

る
。
台
湾
有
事
が
現
実
化
す
る

と
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際

観
光
は
悲
惨
な
状
況
に
陥
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
台
湾
有
事
や
朝

鮮
半
島
有
事
を
想
定
す
る
と
、

日
本
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
言
い

な
り
に
な
っ
て
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
３
％
に
増
や
し
て
米
国
製

軍
需
品
を
買
い
そ
ろ
え
て
軍
備

増
強
を
図
る
こ
と
に
な
る
（


年
度
の
防
衛
省
予
算
概
算
要
求

額
は
約
８
兆
５
千
億
円
）
。

　

年
度
の
観
光
庁
関
係
予
算

概
算
要
求
額
は
約
６
２
７
億
円

で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
４
７
０

億
円
は
国
際
観
光
旅
客
税
財
源

充
当
で
、
一
般
会
計
は
１
５
０

億
円
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
予
算

額
は
Ｆ
―

戦
闘
機
の
１
機
あ

た
り
価
格
に
相
当
し
て
い
る
。

　
観
光
庁
統
計
で
は
、

年
の

訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
５
兆

３
千
億
円
、
日
本
人
国
内
宿
泊

旅
行
消
費
額

兆
８
千
億
円
、

日
本
人
国
内
日
帰
り
旅
行
消
費

額
４
兆
１
千
億
円
で
、
観
光
分

野
は
合
計

兆
２
千
億
円
の
国

富
を
生
み
出
し
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
観
光
庁
の
一
般

会
計
予
算
額
は
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘

機
１
機
分
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

の
は
、
ほ
と
ん
ど
悪
夢
か
と
思

え
る
ほ
ど
の
少
な
さ
だ
。
政
府

は

年
の
訪
日
外
国
人
客
数
６

千
万
人
、
訪
日
外
国
人
旅
行
消

費
額

兆
円
を
目
標
に
し
て
い

る
が
、
今
後
も
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘

機
１
機
分
の
一
般
会
計
予
算
投

入
で
ご
ま
か
し
続
け
る
の
で
あ

ろ
う
か
？

　
日
本
で
は
既
に
少
子
高
齢
化

が
深
刻
化
し
、
「
２
０
２
５
年

問
題
（
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
り
、
働
き
手
不
足
の
深

刻
化
）
と
終
活
」
が
国
民
的
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
失
政
に
よ
る
超
円
安
に

よ
っ
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

立
国
に
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

も
、
日
本
の
国
富
の
流
出
に
歯

止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
今

後
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
災
害

対
策
、
外
国
人
労
働
者
受
け
入

れ
問
題
、
観
光
人
財
の
本
格
的

養
成
問
題
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
な
ど
、
大
混
迷
時
代

に
お
け
る
観
光
立
国
は
数
多
く

の
難
し
い
課
題
を
抱
え
て
い

る
。

　
改
め
て
「
住
ん
で
よ
し
、
訪

れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」
と
し

て
の
観
光
立
国
政
策
の
真
摯

し
ん
し

な

実
現
が
急
務
で
あ
ろ
う
。

　
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
招
聘
教

授
）
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環
境
省
は

月

日
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
温
泉
地
で
の
過
ご
し
方
を
提
案
す
る
「
チ

ー
ム
新
・
湯
治
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
都
内
で
開
い

た
。テ
ー
マ
は「
女
将
が
描
く
今
後
の
温
泉
地
の
姿
」。

温
泉
地
の
活
性
化
を
目
指
し
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け

る
３
人
の
女
将
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

や
将
来
の
展
望
を
語
っ
た
。

長野県・渋温泉
湯本旅館の湯本英里氏

島根県・有福温泉
よしだや旅館の佐々木文氏

埼玉県・名栗温泉
大松閣の柏木由香氏

須
田
寛
氏
（
観
光
経
済
新
聞

２
０
１
０
年
、イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
撮
影
）

日
本
秘
湯
を
守
る
会
の
総
会
星
雅
彦
会
長

黒
岩
町
長
や
観
光
協
会
の
山

本
会
長
ら
が
来
社
し
た

　
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
で

発
足
し
た
Ｊ
Ｒ
東
海
の
初
代

社
長
を
務
め
た
須
田
寛
氏

（
す
だ
・
ひ
ろ
し
）
が

月


日
、
老
衰
の
た
め
死
去
し

た
。

歳
だ
っ
た
。
葬
儀
は

近
親
者
で
営
ん
だ
。
お
別
れ

の
会
を
開
く
予
定
だ
が
、
日

取
り
な
ど
は
未
定
。

　
京
都
府
出
身
。
１
９
５
４

年
京
大
卒
業
後
、国
鉄
入
社
。


年
に
Ｊ
Ｒ
東
海
社
長
就

任
。
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
、
フ

ル
ム
ー
ン
夫
婦
グ
リ
ー
ン
パ

ス
や
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
、
青

春

き
っ
ぷ
な
ど
を
次
々
と

実
現
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
「
シ
ン

デ
レ
ラ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

は
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

　
会
長
、相
談
役
を
経
て
、

年
に
顧
問
。日
本
観
光
協
会

（
現
日
本
観
光
振
興
協
会
）中

部
支
部
長
、日
商
観
光
専
門

委
員
長
な
ど
要
職
を
歴
任
。

　
観
光
振
興
に
も
尽
力
。「
産

業
観
光
」を
提
唱
し
、全
国
産

業
観
光
推
進
協
議
会
会
長
と

し
て
普
及
に
努
め
た
。

　
弊
紙
へ
の
特
別
寄
稿
や
取

材
に
も
応
じ
て
い
た
だ
い

た
。
年
１
月

日
付
紙
面

で
は
Ｊ
Ｒ
東
海
相
談
役
と
し

て
登
場
。「
テ
ー
マ
別
観
光
の

展
開
を
」「
旅
館
は
古
い
習
慣

是
正
」「
旅
行
業
は
手
数
料
商

売
脱
却
」「
外
客
２
５
０
０
万

人
は
第
二
の
開
幕
」と
持
論

を
展
開
。

　
ま
さ
し
く
立
て
板
に
水
。

よ
ど
み
な
く
す
ら
す
ら
と
話

し
、「
勝
手
に
話
す
か
ら
、う

ま
く
ま
と
め
て
」と
飾
ら
な

い
笑
顔
で
答
え
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
■
渋
温
泉

　
長
野
県
・
渋
温
泉
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
「
泊
食
分

離
」の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

「
旅
館
だ
け
が
頑
張
っ
て
い

て
も
周
囲
が
衰
退
す
れ
ば
共

倒
れ
す
る
」
と
地
域
連
携
の

重
要
性
を
強
調
す
る
湯
本
旅

館
女
将
の
湯
本
英
里
氏
は
、

自
身
が
地
域
の
飲
食
店
ま
で

車
送
迎
を
行
う
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
、
地
域
の
飲

食
店
と
の
連
携
強
化
を
図
り

な
が
ら
も
新
し
い
お
も
て
な

し
の
形
を
実
現
。
こ
の
取
り

組
み
は
温
泉
地
全
体
で
評
判

を
呼
び
、
近
隣
旅
館
に
も
広

が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
■
有
福
温
泉

　
島
根
県
江
津
市
に
位
置
す

る
有
福
温
泉
は
、過
去
に
火

災
や
水
害
、シ
ン
ボ
ル
的
存

在
で
あ
っ
た「
広
島
原
爆
療

養
所
」の
閉
鎖
な
ど
の
苦
難

に
遭
い
、旅
館
の
数
が
３
軒

に
ま
で
減
少
し
た
。現
在
は
、

温
泉
地
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
す
た
め
、温
泉
街
全
体
を

一
つ
の
宿
泊
施
設
と
見
立
て

る「
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
」構
想

を
打
ち
出
し
、地
域
再
生
に

挑
ん
で
い
る
。こ
の
構
想
は
、

宿
泊
、食
事
、温
泉
、体
験
な

ど
の
機
能
を
街
全
体
に
分
散

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、宿

泊
客
は
各
旅
館
で
宿
泊
し
、

中
心
街
に
あ
る
セ
ン
ト
ラ
ル

キ
ッ
チ
ン
で
地
域
の
味
を
楽

し
む
形
式
を
採
用
し
て
い

る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る

よ
し
だ
や
旅
館
若
女
将
の
佐

々
木
文
氏
は
、
「
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
加
え
観
光
庁
の

高
付
加
価
値
事
業
も
加
わ

り
、
旅
館
の
数
は
３
軒
か
ら


軒
以
上
に
増
加
。
地
域
全

体
で
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
」
と
成
果
を
報
告
。
加

え
て
、
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
充
実
や
空
き
家
の
活
用
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
展
望
を
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
■
名
栗
温
泉

　
大
松
閣
（
埼
玉
県
・
名
栗

温
泉
）
女
将
の
柏
木
由
香
氏

は
、元
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
い
う
異
色
の
経
歴
を
生
か

し
、
「
温
泉
地
を
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
日
本
文
化

が
融
合
す
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
に
変
え
る
」
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
立

ち
上
げ
た
「
名
栗
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、

全
国
の
女
将
た
ち
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
団
体
「
お
か

み
虹
会
」
の
活
動
を
紹
介
し

た
。
「
女
将
は
存
在
そ
の
も

の
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
女

将
自
ら
が
発
信
し
、
地
域
の

魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
環
境
省
自
然
環
境
局
自
然

環
境
整
備
課
温
泉
地
保
護
利

用
推
進
室
の
坂
口
隆
室
長

は
、「
温
泉
地
の
パ
ワ
ー
に
吸

い
寄
せ
ら
れ
て
自
身
の
健
康

を
取
り
戻
す
ニ
ー
ズ
も
出
て

き
て
い
る
。（
女
将
に
は
）引

き
続
き
温
泉
地
を
明
る
く
照

ら
し
て
ほ
し
い
」と
コ
メ
ン

ト
し
た
。　【
溝
部
あ
ゆ
美
】

　
山
間
部
な
ど
に
立
地
す
る

小
さ
な
温
泉
宿
で
つ
く
る
「
日
本
秘
湯
を
守
る
会
」（
１

４
３
会
員
）の
社
員
総
会
が


月

日
、福
島
県
・
磐
梯
熱

海
温
泉
の
華
の
湯
で
開
か
れ

た
。創
立
か
ら

年
の
節
目

を
迎
え
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

会
の
理
念
の
継
承
を
目
指
す

「
次
世
代
研
修
会
」の
開
催
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画

案（

年

月
１
日
～

年

９
月

日
）を
承
認
し
た
。

　
同
会
は
１
９
７
５
年
４
月

に
設
立
。高
度
経
済
成
長
期

の
中
、温
泉
旅
館
の
大
型
化

や
団
体
旅
行
の
大
量
送
客
な

ど
、旅
を
と
り
ま
く
環
境
の

変
化
を
憂
え
た
朝
日
旅
行
会

（
後
の
朝
日
旅
行
）の
創
業

者
、故
・
岩
木
一
二
三
氏
の
提

唱
で
発
足
し
た
。会
員
宿
は

自
然
環
境
や
温
泉
資
源
を
守

り
、流
行
に
流
さ
れ
ず
、「
旅

人
の
心
に
添
う
　
秘
湯
は
人

な
り
」を
基
本
理
念
に
、日
本

の
原
風
景
や
心
の
故
郷
に
触

れ
る
旅
文
化
、温
泉
文
化
の

継
承
に
努
め
て
き
た
。

　
社
員
総
会
の
あ
い
さ
つ
で

星
雅
彦
会
長
（
新
潟
県
・
自

在
館
）
は
、「
会
の
理
念
を
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
１

軒
の
宿
も
失
う
こ
と
な
く
、

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
理
念
を
共
有
し
な
が
ら
ス

タ
ン
プ
帳
や
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
事
業
で
共
同
宣
伝
、

相
互
誘
客
を
展
開
。

年
度

の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
プ

ラ
ン
販
売
は
好
調
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
に
向
け
て
英
語

版
サ
イ
ト
の
３
月
ご
ろ
の
立

ち
上
げ
も
目
指
す
。

　
新
年
度
の
取
り
組
み
で

は
、
理
念
継
承
を
目
的
に
し

た
「
次
世
代
研
修
会
」
の
開

催
を
検
討
す
る
ほ
か
、
「
女

将
研
修
会
」
を
２
月
に
東
京

で
行
う
予
定
。
書
籍
「
日
本

の
秘
湯
」
の
新
版
「

版
」

の
発
行
を
検
討
す
る
ほ
か
、

電
子
版
、
外
国
語
版
の
展
開

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　
役
員
改
選
で
は
星
会
長
を

再
任
。理
事
の
任
期
は
２
年
。

副
会
長
以
上
の
顔
ぶ
れ
は
次

の
通
り（
敬
称
略
）。

　
理
事
・
名
誉
会
長
＝
佐
藤

好
億
（
福
島
県
・
大
丸
あ
す

な
ろ
荘
）
▽
代
表
理
事
・
会

長
＝
星
雅
彦
（
新
潟
県
・
自

在
館
）
▽
理
事
・
常
務
副
会

長
＝
遠
藤
哲
也
（
山
形
県
・

桝
形
屋
）
▽
理
事
・
総
務
副

会
長
＝
檜
澤
京
太
（
福
島
県

・
ゆ
も
と
や
）
▽
理
事
・
副

会
長
＝

山
弘
武
（
群
馬
県

・
美
郷
館
）
▽
理
事
・
副
会

長
＝
武
石
真
澄
（
大
分
県
・

寒
の
地
獄
旅
館
）

　
ま
た
、
日
本
秘
湯
を
守
る

会
の
社
員
総
会
に
続
き
、
親

会
に
当
た
る
「
日
本
温
泉
文

化
を
守
る
会
」
の
社
員
総
会

も
開
か
れ
た
。
佐
藤
和
志
会

長（
秋
田
県
・
鶴
の
湯
温
泉
）

は
、
「
温
泉
文
化
」
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登

録
の
動
き
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
増
加
な
ど
に
触
れ
、
「
細

く
長
く
温
泉
文
化
を
守
っ
て

い
く
会
と
し
て
前
に
進
ん
で

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
日
本
温
泉
文
化
を
守
る
会

は

年
６
月
に
一
般
社
団
法

人
と
し
て
発
足
。
傘
下
に
日

本
秘
湯
を
守
る
会
、
温
泉
の

掛
け
流
し
に
こ
だ
わ
る
宿
で

つ
く
る
「
日
本
源
泉
湯
宿
を

守
る
会
」
（
桑
原
清
会
長
＝

新
潟
県
・
清
津
館
）
、
文
化

財
の
館
な
ど
を
持
つ
宿
が
参

加
す
る
「
日
本
文
化
遺
産
を

守
る
会
」
（
小
山
田
明
会
長

＝
秋
田
県
・
樅
峰
苑
）
の
３

団
体
を
置
く
。

　
会
の
理
念
に
は
「
大
地
が

育
む
源
泉
と
温
泉
文
化
を
醸

成
す
る
建
築
物
や
自
然
環
境

の
も
と
、
古
く
か
ら
伝
承
さ

れ
て
き
た
温
泉
の
利
用
方
法

を
再
確
認
し
、
日
本
の
温
泉

利
用
を
促
進
す
る
こ
と
、
ま

た
、守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
」

を
掲
げ
て
い
る
。

　
日
本
温
泉
文
化
を
守
る
会

で
も
名
誉
会
長
を
務
め
る
佐

藤
好
億
氏
は「
地
域
の
最
も

大
事
な
文
化
財
を
持
っ
た
皆

さ
ん
が
経
営
者
と
し
て
意
味

あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
。自
信
を
持
っ

て
次
の
世
代
に
継
承
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」と
述
べ
た
。ま
た
、全
国

各
地
で
進
む
地
熱
発
電
開
発

に
慎
重
な
姿
勢
を
求
め
、影

響
を
受
け
た
温
泉
宿
へ
の
支

援
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
向
野
悟
】

　
群
馬
県
草
津
町
の
黒
岩
信

忠
町
長
や
草
津
温
泉
観
光
協

会
の
山
本
剛
史
会
長
ら
が


月

日
、
東
京
都
台
東
区
の

観
光
経
済
新
聞
社
を
訪
れ
、

積
田
朋
子
社
長
と
懇
談
し

た
。
草
津
温
泉
は
、
観
光
経

済
新
聞
社
主
催
の
２
０
２
４

年
度
の
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉

１
０
０
選
」
で
、

年
連
続

の
１
位
に
選
出
さ
れ
た
。
黒

岩
町
長
は
、
「
絶
え
間
な
く

進
化
を
続
け
る
町
づ
く
り
」

が
評
価
を
受
け
た
と
の
認
識

を
示
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
今
後
も
注
力
し
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。

　
黒
岩
町
長
、
山
本
会
長
を

は
じ
め
、
宮
﨑
謹
一
・
草
津

町
議
会
議
長
、
草
津
温
泉
旅

館
協
同
組
合
の
黒
岩
裕
喜
男

理
事
長
ら
が
来
社
し
た
。

　
草
津
温
泉
で
は
湯
畑
、
西

の
河
原
公
園
、
裏
草
津
地
蔵

の
整
備
に
続
き
、
２
０
２
３

年
に
は
草
津
温
泉
入
り
口
の

玄
関
口
に
「
温
泉
門
」
を
整

備
し
、
修
景
事
業
を
実
施
し

た
。

年
に
は
草
津
温
泉
ス

キ
ー
場
に
「
パ
ル
ス
ゴ
ン
ド

ラ
天
狗
」
が
完
成
し
、
好
調

に
稼
働
し
て
い
る
。
ス
キ
ー

場
の
メ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と

な
る
「
天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
」
の
建
て
替
え
事
業
に
も

着
手
し
て
お
り
、

年

月

に
完
成
す
る
予
定
。

　
町
づ
く
り
に
つ
い
て
黒
岩

町
長
は
「
思
い
き
り
投
資
し

て
、
中
途
半
端
な
も
の
を
つ

く
ら
な
い
。
湯
畑
を
中
心
と

す
る
整
備
は
、
目
新
し
さ
を

追
い
か
け
た
の
で
は
な
く
、

歴
史
を
１
０
０
年
以
上
、
明

治
の
始
ま
り
ま
で
戻
し
て
、

物
語
の
変
遷
を
演
出
し
た
も

の
だ
。
レ
ト
ロ
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
だ
が
、
若
い
人
が
来
る
よ

う
に
お
し
ゃ
れ
、
華
や
か
さ

を
大
切
に
し
た
。
特
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
夜
が

劇
的
に
変
わ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
魅
力
の
あ
ふ
れ
る
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。


